
議 案 第 ２ ３ 号  

 

 

伊 丹 市 事 務 分 掌 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い

て  

 

 

伊 丹 市 事 務 分 掌 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 別 記 の と お り 制 定 す

る 。  

 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ４ 日 提 出  

 

 

伊 丹 市 長  藤  原   保  幸  

 

 

 

 

  理  由  

 組 織 の 効 率 化 の た め 。  

議２３



伊 丹 市 事 務 分 掌 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 ４ 年 伊

丹 市 条 例 第   号 ）  

伊 丹 市 事 務 分 掌 条 例 （ 昭 和 ３ ７ 年 条 例 第 ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

第 ２ 条 総 合 政 策 部 の 項 第 ５ 号 及 び 第 ６ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

⑸  デ ジ タ ル 戦 略 の 推 進 に 関 す る 事 項  

⑹  グ リ ー ン 戦 略 の 推 進 に 関 す る 事 項  

第 ２ 条 総 合 政 策 部 の 項 第 ７ 号 を 削 り ， 同 条 総 務 部 の 項 第 ５ 号 及 び

第 ６ 号 を 削 り ， 同 項 第 ７ 号 中 「 職 員 定 数 」 を 「 職 員 の 人 材 育 成 」 に

改 め ， 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し ， 同 項 第 ８ 号 中 「 危 機 管 理 」 の 右 に 「  

お よ び 防 災 」 を 加 え ， 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し ， 同 項 第 ９ 号 を 削 り ，

同 条 市 民 自 治 部 の 項 第 ４ 号 中 「 人 権 」 の 右 に 「 施 策 お よ び 男 女 共 同

参 画 」 を 加 え ， 同 項 第 ５ 号 を 削 り ， 同 項 第 ６ 号 中 「 平 和 施 策 」 を 「  

多 文 化 共 生 お よ び 平 和 施 策 」 に 改 め ， 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し ， 同 項

第 ７ 号 を 削 り ， 同 項 第 ８ 号 を 同 項 第 ６ 号 と し ， 同 項 第 ９ 号 か ら 第 １  

１ 号 ま で を 削 り ， 同 条 健 康 福 祉 部 の 項 第 ２ 号 中 「 市 民 の 健 康 」 を 「  

公 的 扶 助 」 に 改 め ， 同 項 第 ３ 号 中 「 国 民 健 康 保 険 お よ び 国 民 年 金 」  

を 「 社 会 保 険 」 に 改 め ， 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

⑷  保 健 医 療 に 関 す る 事 項  

第 ２ 条 都 市 活 力 部 の 項 第 １ 号 中 「 都 市 再 生 」 を 「 都 市 計 画 」 に 改

め ， 同 項 第 ２ 号 か ら 第 ９ 号 ま で を 削 り ， 同 項 第 １ ０ 号 中 「 住 宅 」 の

右 に 「 お よ び 建 築 」 を 加 え ， 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と し ， 同 項 第 １ １ 号

中 「 産 業 振 興 」 の 右 に 「 お よ び 労 働 施 策 」 を 加 え ， 同 号 を 同 項 第 ３

号 と し ， 同 号 の 次 に 次 の ３ 号 を 加 え る 。  

⑷  文 化 行 政 に 関 す る 事 項  

⑸  文 化 財 の 保 護 お よ び 活 用 に 関 す る 事 項  

⑹  空 港 お よ び 観 光 に 関 す る 事 項  

第 ２ 条 都 市 活 力 部 の 項 第 １ ２ 号 を 削 り ， 同 条 都 市 交 通 部 の 項 を 次

の よ う に 改 め る 。  

⑴  都 市 交 通 に 関 す る 事 項  

議２３-２



⑵  都 市 安 全 対 策 に 関 す る 事 項  

⑶  道 路 に 関 す る 事 項  

⑷  法 定 外 公 共 物 に 関 す る 事 項  

⑸  用 地 の 取 得 に 関 す る 事 項  

⑹  公 園 ， 緑 化 お よ び 生 物 多 様 性 に 関 す る 事 項  

付  則  

こ の 条 例 は ， 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

議２３-３＊




